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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は明治・大正期の日本における中国語口語文法の研究がどのようにして行われ、
またそれがその後の日本、中国、さらには世界における中国語文法研究にどのような影響
をもたらしたのかを明らかにした論考であるが、以下のような構成となっている。 
 第一章 序論 
  1.1 研究意義− 域外視角下の中国語文法の研究 
  1.2 研究背景− 日本における中国語文法の研究 
  1.3 研究対象 
  1.4 先行研究 
  1.5 本研究の立場 
 第二章 量詞論 
  2.1 量詞の名称と所属 
  2.2 量詞の下位分類 
  2.3 量詞の機能 
  2.4 まとめ 
 第三章 動詞論 
  3.1 動詞の名称 
  3.2 動詞の下位分類 
  3.3 動詞の時制 
  3.4 まとめ 
 第四章 副詞論 
  4.1 副詞の名称 
  4.2 副詞の下位分類 
  4.3 副詞の機能 
 
 
  4.5 まとめ 
 第五章 助詞論 
  5.1 助詞の名称 
  5.2 助詞の範囲 
  5.3 「的」の機能 
  5.4 まとめ 
 第六章 介詞論 
  6.1 介詞の名称 
  6.2 介詞の所属 
  6.3 介詞の範囲 
  6.4 まとめ 
 第七章 語気詞論 
  7.1 語気詞の名称 
  7.2 語気詞の所属 
  7.3 語気詞の機能 
  7.4 まとめ 
 第八章 結論 
  8.1 制約性 
  8.2 独創性 
  8.3 継承性 
  8.4 まとめ 
  
 序論では、域外視角下の中国語文法の研究として、文化交渉学における「周縁からのア
プローチ」を採用する理由とその利点について論じた上で、日本における中国語文法研究
の時代性、研究背景について、先行研究を十分に踏まえた上で，江戸期、明治・大正期の
研究史について詳しく論じている。 
 本論では、中国語文法の項目の中でも極めて重要な，量詞、動詞、副詞、助詞、介詞、
語気詞について各章で詳しく取り上げ、その内容と特徴、また現代言語学との水準の問題
等について論じ、さらに、その後の中国語文法研究に与えた影響について丹念に論じてい
る。 
 特に、江戸期の「漢学者」による文法研究と明治期以降の文法学者との断絶性と継承性、
また、西洋人による研究の成果の受容についても詳細に考察を加えている。 
 最後には明治・大正期の日本における中国語口語文法の研究は、当時の言語研究におけ
る歴史的限界による問題点がいささか存在するとはいうものの、現在の基準から見ても全
体的には相当なレベルに達していると言ってもいいほどであり、日本の中国語口語文法研
究の基礎を築いたという意味で、現在に至っても十分に評価に値するものであるとし、さ
らに，日本のこうした中国語口語文法の研究が世界における中国語学史の重要な構成部分
として，中国語文法体系の形成過程を究明し、中国語文法研究の全貌を把握する上でも、
 
 
極めて示唆的であり、これを検討することで中国語研究の新視点を見出せる可能性が見え
てくるのではないかと結論づけている。 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 本論文で先ず特筆すべきは、単なる個別分野としての中国語文法研究史にとどまらず、
「文化交渉学」という新しい学問分野の視点から、特に、「周縁からのアプローチ」という
手法を採用して、研究史を再構築し、それが生まれた背景やその後の影響などダイナミッ
クに展開していることである。中国語研究には「本土研究」といういわば「王道」的な手
法のみならず、こうした「周縁と中心」という関係で捕らえ直すことでこれまで見えてこ
なかった物が見えてくるという有効性が証明されたと言うことが出来る。 
 本論文では江戸時代と明治大正期の日本における中国語文法研究史を丹念にとどりなが
ら、それぞれの時代における特徴とその具体的な内容の吟味、また、それらの時代的な継
承性等々を理路整然とまとめ上げており、著者の論理構築の水準の高さが評価できるもの
である。更に加えて、こうしたこの時代の日本人の中国語研究のレベルを現代のそれと比
べ合わせながら論述しており、現代的意義もそこに見いだされる論考となっている。 
 現在、中国語文法用語としてごく普通に使われている「副詞」「量詞」などのいわゆる「文
法術語」は日本人の研究者によるものであるという著者の発見をはじめ、日本人によるこ
うした中国語文法研究が，実は、「和洋漢」の多重的要因の関係の中から醸成されていった
ものであるという結論もこれまでの研究には見られない新しい視座である。 
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
